
本 日 第１９４２回 ２０１０年１１月１２日(金) No.１８３４

本日のプログラム Today's Program 卓話担当者：谷口 伸夫君

卓 話 者：伊藤 秀雄君（名古屋東南ＲＣ）
点 鐘

演 題： 「会員増強について」
ロータリーソング 「四つのテスト」

前 回 第１９４１回 ２０１０年１１月５日(金) 記 録

○斉 唄：「君が代」・「奉仕の理想」
○ゲスト：交換留学生 ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ・ﾗｲﾙ・ﾚｸﾌﾞ君

米山記念奨学生 宋 薇 さん
○来訪者：中部名古屋みらいRC 菅井 径世君

瀬戸北RC 稲垣 実秋君
○出席者：会員28名中24名 出席率85.71％

前々回補正出席率は10月15日96.43％

会長挨拶 山田 直樹

NHKの大河ドラマ龍馬伝は好評のうちにいよい

よ佳境に入ってきました。高知県は観光客でに

ぎわっているようです。坂本龍馬については大

変エピソードが多い人物だったようで、人物そ

のものに大変魅力があり、その分扱われている

著書が多いという結果のようです。さて今日は

その龍馬と敵対する集団新撰組について少しお

話します。幕末期幕府の意をうけて京都の治安

維持のため攘夷派倒幕派を徹底的に弾圧するわ

けですが、決して思想的にまとまった集団であ

ったわけではなくて今風にいえば、行政（江戸

幕府）から委託を受けた民間業者であったと言

われています。アウトソーシングの例えではな

いかということのようです。隊士たちは働く場

所を得ることが出来喜び、業務委託をした幕府

のほうは、危険な仕事を社員（旗本、御家人）

にやらせずにすみ費用もかからずにすむ利点も

あったということのようです。アウトソーシン

グの主な目的は、行政のスリム化、そして新た

な雇用創出ですから、その意味で新撰組と共通

点が多いと思います。そういう観点から見ます

と手荒な手段で倒幕派を粛清していく芸当は、

幕臣の官僚ではなく委託された存在だからでき

たかもしれません。現在行われている事業仕訳

に例えると、新撰組は会津藩所管の公益法人と

いう位置づけに近く後半は内紛分裂を繰り返す

団体になってしまいましたから、多分廃止を言

い渡されたのではないかと思います。

おめでとう
結婚記念日：

１１月 ３日 森 和実君

１１月 ５日 桜井 雅博君

誕生日祝福：

１１月１１日 冨田 晃君

１１月１２日 伊豆原浩二君

１１月１４日 加藤 勇夫君（傘寿）

１１月１９日 福岡 健君

１１月２８日 飯田 幸雄君

ロータリー財団月間

１1月 １９日（金） １１月２８日（日） １２月 ３日（金） １２月１０日（金）

例 卓話者：大竹 薫君 ２６日（金）振替 卓話担当：40周年実行 卓話者：森 和実君、

会 演題：「まつりと鉄砲 ４０周年記念行事 委員会 松原 樹君、伊豆原浩二君

予 （火縄銃）の話」 「健康づくり」について 創立40周年記念式典の 演題：「地区大加 参加

定 考えよう！ 10:30集合 打ち合わせ 報告」

於名古屋産業大学 文化

センター ３F



幹事報告
・本日の会合：第８回理事役員会

・次回の会合：指名委員会

・例会変更のお知らせ：別紙。

ニコボックス
○お世話になります。(瀬戸北ＲＣ)

稲垣 実秋君

○傘寿を祝っていただき。 加藤 勇夫君

○誕生日を祝っていただき。 飯田 幸雄君

加藤 勇夫君、福岡 健君、冨田 晃君

○結婚記念日を祝っていただき。桜井 雅博君

○卓話を担当します。 安藤 公爾君

○財団月間です。よろしくお願いいたします。

松下 洋一君

○ロータリー財団月間です。ご協力ください。

安藤 公爾君

○今月は40周年事業をいくつか実施いたします。

よろしくお願いいたします。 山田 直樹君

○加藤勇夫さんご夫人、愛子様「旭日双光章」

ご受賞おめでとうございます。

安藤 公爾君、飯田 幸雄君、加藤 清久君

谷口 伸夫君、福岡 健君、箕輪 良孝君

○赤坂プロンスホテルのクリスマスイルミネー

ションが今年限りとのこと。世の中移り変わり

を感じます。 伊豆原浩二君

○朝・夕冷え込む今日このごろです。風邪をひ

かないよう健康に注意しましょう｡松原 樹君

○加藤清久さん、写真をありがとうございまし

た。 唐井 仁一君

○晩秋の候となりました。講演会の動員がんば

ります。 加藤 清久君

第8回理事役員会報告
日時 ２０１０年１１月５日（金）13:35～

場所 尾張旭市商工会館 第一会議室

議題１）会員予定者を一定期間ゲストに迎える

案の件。

予定者を招待する時は会員がニコボックス

に入れる事で承認された。

２）尾張旭市商工会、珠算大会表彰と出席

の件。

資料に基づき説明があり了承された。

３）尾張旭市市制４０周年新聞広告の件

・上段「ロータリーマーク」中段「創立

40周年」下段「尾張旭ロータリークラ

ブ」としＣ枠で価格を交渉する事で幹事

に一任された。

・費用については、40周年予算とクラブ

広報とで折半とする。

４）創立４０周年記念講演の件

・資料に基づき説明があり集合時間の修

正及び事前に出欠の確認をとる事。当日

はスタッフジャンバー、ロータリーネク

タイの着用、担当委員長等は10:30に集

合する事が決まった。なお、当日は移動

例会とする。

・12月24日（金）の移動例会に変更の件

は資料通りの案で了承された。

会員及び家族出席案内の件については案

内文の一部を修正、締め切りを12月15日

（水）とする事で了承された。

５）地区国際奉仕（ＷＣＳ）の件。

地区に協力金を出すことで了承された。

６）その他の件

・「ヤングミュージックフェスタin尾張

旭」について

資料文書一部改正で関係者へ送付す

ることで了承。「ヤングミュージッ

クフェスタin尾張旭」は今年度をも

って終了する事で確認した。

・地区大会出席義務者へ再確認をとっ

た。会場へは各自で直接行くことと

した。

・新地区補助金の申請計画について西

尾副会長より説明があった。

卓 話 その①

「ロータリー財団月間にちなんで」

委員長 安藤 公爾

１．ロータリー財団の使命は、地域レベル、全

国レベル､国際レベルの人道的､教育的、文

化交流プログラムを通じて、ロータリーの

綱領とロータリーの使命を遂行し、かつ世

界理解と平和を達成しようとする国際ロー

タリーの努力を支援することです。

２．ロータリー財団への寄付金の行方

（１）年次寄付金＋恒久基金の利息のうち、

地区財団活動資金(ＤＤＦ)と国際財団活動

資金(ＷＦ)に対し、各５０％が割り当てら

れます。ＤＤＦの５０％以下が新地区補助

金に、50％以上がグローバル補助金に充当

されます｡ＤＤＦからは､ポリオプラスへの

寄贈と世界平和フェローシップへの寄贈が

されています。

３．新地区補助金

（１）概要

① 使用目的は、地区の裁量で自由。

② 国内外を問わず､高校､大学､大学院への

奨学金を支給。

③ 職業研修の為のロータリアンの旅費費用



も支給される。

④ 海外で事業を行う場合、実施地にロータ

リークラブのあるなしを問わない。

⑤ 国内の事業にも国外の事業にも支給され

る。

（２）使い道

人道的、教育的プロジェクトのどちら

にも使えます。

（例）

・ 地元地域社会での人道的奉仕事業

・ 文化・芸術分野に関する奨学金

・ 経済的に困っている学生への学費の

援助

・ 職業研修チームの派遣

４．グローバル補助金

平和と紛争予防･紛争解決､疾病予防と治

療､母子の健康､水と衛生設備､基礎的教育と

識字率向上、経済と地域社会の発展のいず

れかに該当するプロジェクトが対象となる。

５．未来の夢計画概要

ＲＩ理事会は、2008年６月会議でロータ

リー財団の未来の夢計画を承認した。未来

の夢計画は、田嶋ガバナー年度よりスター

トし、社会やロータリー活動の変化のニー

ズに応えるものである。

この計画の実施は、2010年７月から始ま

り、３年間の試験的プログラムとして承認

された100地区より、パイロット地区を選び

未来の夢計画試験的プログラムを開始する

というものである。日本では当地区を含む

６地区が選ばれた。

従来の年次寄附･恒久基金･大口寄付者な

どのプログラムに変更はありませんが、活

動資金プログラムはより専門性を重視する

プログラムとされている。

６．補助金額の具体例

（新地区補助金）

① 東海ＲＣ

少年剣道大会 金８万円

② あまＲＣ

チェンマイのプラチャカセム小学校支

援金１００万円

③ 津島ＲＣ

「あま津島人名辞典」作成寄贈

金５６４，０００円

④ 犬山ＲＣ

地域先輩の出前授業

金４８５，０００円

⑤ 瀬戸ＲＣ

青少年の夢発表会 金４５万円

⑥ 名古屋港ＲＣ

障害者援助 金３２万円

⑦ 名古屋東南ＲＣ

マレーシアにおける職人プロジェクト

金４０万円

⑧ 名古屋和合ＲＣ

交通安全の啓蒙 金２０万円

⑨ 豊橋南ＲＣ

表浜ブルーヴォーク・ファミリーＤＡ

Ｙ 金１０９万円

⑩ 豊橋ゴールデンＲＣ

市内１２高等学校生徒のボランティア

活動支援 金３６３，５００円

⑪ 豊橋東ＲＣ

子供達が学ぶ自然と人の課外授業

金５１４，８８２円

⑫ 豊田西ＲＣ

「地域伝統芸能」の支援と協力 金４

０万円

⑬ 岡崎南ＲＣ

地元の理科教育に対する啓蒙促進授業

金６５万円

⑭ 碧南ＲＣ

緑化事業協力 金５０万円

⑮ 安城ＲＣ

安城少年野球サークルに対する援助

金４０万円

（グローバル補助金）

① 知立ＲＣ

タイ国ナコンパトム市エイズ孤児支援

金５７０万円

② 半田ＲＣ

ブータン王国及び教育環境設備援助

金１００万円

新地区補助金については、ほぼ全ての事業に

つき各クラブが補助金と同額の拠出金を支

出しています。

７．以上、ロータリー財団の使命をご理解頂き

会員の皆様には少しでも多くの寄附を頂けるよ

うお願い致します。

卓 話 その②

｢創立４０周年記念式典の説明｣

実行委員長 谷口 伸夫

10月29日に行われた実行委員会では、下記

の事項が話し合われました。今後の皆様のご

協力よろしくお願いいたします。 ①11/28

「健康づくりについて考えよう!」 ②展示作

品出展依頼③アトラクションについて ④市

寄贈看板に向きについて ⑤来賓および来訪

会員名簿について ⑥吊り看板の構成について。



尾張旭ロータリークラブ創立４０周年記念事業及び尾張旭市制４０周年記念事業

「ＷＨＯ健康都市」記念塔贈呈にあたり 記念講演会を開催します！

テーマ 主催：尾張旭ロータリークラブ

「健康づくり」について考えよう！

皆さんご存じの「かんてんぱぱ」で有名な伊那食品工業株式会社 会長塚越寛氏の講演です。

演題は 「企業の健康づくり」 です。氏の企業経営は非常に高く評価されており、多くの大企業の

幹部の方々も絶賛されています。また全国から視察があいついでいます。

塚越 寛氏の著書紹介：いい会社をつくりましょう （ 2004年 7月／文屋発行）
リストラなしの「年輪経営」（2009年 2月／光文社発行）
幸福への原点回帰 （ 2007年 12月／鍵山秀三郎共著／文屋発行）

平成22年11月28日 13時から （受付は正午より）

名古屋産業大学 文化センター３Ｆ 大ホール

定員 ２００名 入場無料

第一部 講師 塚越 寛氏 「企業の健康づくり」について

第二部 健康都市推進室 「ＷＨＯ健康都市」への取り組みと成果について

効果のあった 「ワッハッハ体操」の実演紹介

第三部 パネルディスカッション 地域住民の「健康づくり」について考えよう

司会・コーディネータ 尾張旭ロータリークラブ会長 山田 直樹氏

パネラー 伊那食品工業（株）会長 塚越 寛氏

パネラー 飯田内科 院長 飯田 幸雄氏

パネラー 旭労災病院 院長 勝屋 弘忠氏

パネラー 良福寺 住職 箕輪 良孝氏

パネラー 尾張旭市役所 健康課長 吉田 和仁氏

＜申込み・問い合わせ＞

申込みは ＦＡＸか ｅ－ｍａｉｌで 氏名・住所・連絡先をご記入の上、下記宛お送り下さい

〒488-0801 尾張旭市東大道町原田2570-3 尾張旭市商工会館 ３Ｆ

尾張旭ロータリークラブ 事務局 三浦

TEL 0561-54-1263、FAX 0561-54-8945

ｅ－ｍａｉｌ 尾張旭ＲＣ (owariasahi@mte.biglobe.ne.jp)


